
越前市行財政構造改革プログラムⅤ
（Ｒ２～５年度）

令和３年８月３日

行財政構造改革推進委員会

令和２年度下半期進捗状況報告
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「Ａ」概ね目標通り
（１３.０％）

◆ 行財政構造改革プログラムⅤ「実行計画」に
係る令和２年度下半期の取組状況

（市役所分65件、消防3件、清掃1件 計69件）

【件数内訳】
Ｓ（100％以上）56件
Ａ（70 99％） 9件
Ｂ（69％以下) 2件
ー（評価のできないもの）

2件

「―」評価のでき
ないもの（２.９％）

「Ｂ」目標より遅れ
（２.９％）

「Ｓ」目標達成
（８１.２％）

定量評価（数値目標があるもの）及び定性評価（数値目標がないも
の）により各実行計画の達成度を評価した。
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〇コロナ禍による影響あった実行計画
９件／１３件（Ａ・Ｂ・－）

【Ｎｏ．６】遊休土地・普通財産の処分と有効活用（入札延期）

【Ｎｏ.１７】家庭ごみ排出量（在宅機会増による排出量増）

【Ｎｏ.２３】地区福祉ネットワーク会議（開催時期の遅れ等）

【Ｎｏ.２５】学生団体によるまちづくり企画事業数（採択事業の減少）

【Ｎｏ.３５】産業観光の推進（観光客入込数の減少）

【Ｎｏ.３６】にぎわいの創出（たけふ菊人形の来場者数の減少）

【Ｎｏ.３７】里地里山における体験ツアー（ツアー未実施）

【Ｎｏ.５４】図書館レファレンス・読み聞かせ等（休館・休校による減）

【Ｎｏ.６０】鳥獣害被害防止に係る民間活力の導入促進（設立時期の遅れ）
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プログラム推進による主な成果

◎公共施設等総合管理計画における各個別計画の
策定と実行（進捗管理） 【Ｎｏ．１／財産管理課】

建物の取り壊しや売却を実施することにより、延床面積の削減
が着実に進められている。

【主な内容】

・旧国高診療所（２,７１６㎡）の売却(10/1契約）、旧今立消防署（３３５㎡）売却
（10/26契約）

売却による削減面積計 ３，０５１㎡

・武生勤労青少年ホーム、旧北部保育所、粟田部体育館、旧庁舎、旧庁舎別
館、分庁舎及び菊人形館の取り壊し
市営住宅（武生西、佐山、新在家団地）の一部取り壊し

取り壊しによる削減面積計 ９，３０９㎡
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◎ 武生中央公園水泳場の再整備
【Ｎｏ．４／スポーツ課】

官民連携の国の支援制度「Ｐａｒｋ－ＰＦＩ」を活用し、屋内型
プールを整備する。

９月３０日に最優秀提案事業者と基本協定書を締結し、３月１
日に建設・譲渡仮契約を締結した。

３月議会で財産取得議案を上程し、可決された。

令和２年度下半期も予定どおり進捗し、公募設置等計画通り、
令和３年４月１日から解体工事に着手した。

令和３年度末の供用開始
を目指し、事業実施中。

※Ｐａｒｋ－ＰＦＩの活用は、
北陸初の取組み。
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◎ ふるさと納税の推進 【Ｎｏ．１０／観光交流推進課】

ふるさと納税寄附金返礼品の魅力をより伝わりやすくするた
めに、寄附サイトの掲載情報を改良したほか、寄附が集中する
１２月に向けたＰＲを強化し、寄付額の増加に繋げた。

また、コロナ禍の影響を受ける地域の生産者に対し、ふるさと
納税を活用した支援が全国的に実施される中、本市においても
学校の休校により行き場を失った「給食用卵」や移動制限によ
り観光客が激減した観光農園の果物を返礼品に追加し、支援
を行った。

次年度に向けて寄附サイトの充実を図るため、「楽天ふるさと
納税サイト」への掲載準備を実施した。

【令和２年度 年間寄附額】

年間目標 ３億円

年間実績 ４億４，４６１万８千円
（令和元年度実績 ２億６，３００万円）

（４月２３日から受付中）
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◎ 要配慮者利用施設の避難体制の強化
（避難確保計画の作成支援） 【Ｎｏ．２０／防災危機管理課】

水防法により義務付けられた、要配慮者利用施設の避難確保
計画について、３月末時点で対象１１０施設中１０９施設で作成さ
れた。

国・県では令和３年度中に全対象施設において作成することを
目標としていることから、継続して取り組みを進めていく。

〇避難確保計画作成率 ９９％（目標９５％）

◎ ＵＩＪターンの促進 【Ｎｏ．２６／政策推進課】

コロナ禍により首都圏での移住フェアが中止される中、オンライ
ンイベントに積極的に参加。地方移住への関心の高まりから、電
話やオンライン等による相談が増え、市地方創生チャレンジ移住
支援制度の活用に繋げた結果、支援制度を利用し市内を下見し
た２２名のうち１５名が移住に結び付いた。
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◎ 産業活性化 【Ｎｏ．２７／産業政策課】

アタック１００に基づく積極的な企業訪問を行い、企業に対す
る制度の周知及び企業の設備投資等の情報収集に努め、企
業の積極的な設備投資とそれに伴う雇用の創出を促した。

〇企業立地促進補助金利用事業所の新規雇用数に占める
市内居住者割合 ６５％（目標５０％）

◎ 市内居住の推進 【Ｎｏ．２８／建築住宅課】

制度拡充に合わせ、市の家賃補助制度を受けている新婚世
帯や市内外の工務店及び企業等に対し、制度周知の取組みを
積極的に行った結果、新婚世帯や転入者の申請が増加し、目
標を大きく上回る制度利用に繋がった。

併せて、制度利用者を対象にアンケート調査を実施し、住宅
建築動向の把握や補助金等の効果検証を行った。

〇住宅取得支援の申込件数１５５件（目標８８件）
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◎ 認定こども園への移行 【Ｎｏ．２９／子ども福祉課】

私立園の施設整備や認可申請を支援し、２園（愛星・たんぽ
ぽ）のこども園移行（Ｒ３．４）が実現した。

また、子ども・子育て会議を４回開催し、公立園の役割と機能
について確認し、議会、保護者、地域住民、関係機関からの意
見をいただき、西校区公立園整備方針を決定した。

これらの取組みにより、地域の子育て支援機能の充実、定住
化に資するほか、公共施設の適正管理の実現に繋げることが
できた。

◎ 多様な性のあり方を理解し認め合う取組み
【Ｎｏ．３９／市民協働課】

オンラインと会場のハイブリッド式での講演会
開催やオンラインでの市政出前講座など、
コロナ禍においても感染症対策を講じながら、
ＬＧＢＴなど多様な性のあり方について
正しい知識と理解を広める取組みを行った。
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◎ 上下水道事務事業の見直し 【Ｎｏ．５０／水道課】

上下水道業務包括委託と水道施設運転管理業務包括委託に
ついて公募型プロポーザルを実施し、受託事業者と契約を締結、
令和３年４月から業務を開始した。

また、安心安全な水道水の安定供給と
放流水の水質確保を図ることができた。

◎ 資料等の適正管理と活用 【Ｎｏ．５３／文化課】

全庁及び市内小中学校を対象に美術工芸品等の実態調査
を実施した。

美術工芸品等評価基準を策定し、これに
伴う判断基準フローチャートを作成。

今後、全庁的な統一基準のもとで、美術
工芸品等の適切な保存・利活用を図る。

学校の美術品を活用し市役所に展示
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◎マイナンバーカードの普及促進
【Ｎｏ．６３／窓口サービス課】

マイナンバーカードの夜間交付（週１日）・休日交付（月２日）の
窓口を開設し、交付体制を強化したほか、市内事業所に積極的に
出張申請（４４箇所）に出向き、集団健診会場では５回申請補助を
行った。

また、１月～３月にかけて、本庁・生涯学習センターで申請サ
ポートを実施（５７日間）した結果、交付数の目標を大きく上回った。

マイナンバーカードの申請件数は、マイナポイントの付与や保険
証利用（Ｒ３．１０予定）など、国の施策効果もあり大きく伸びている
ため、カード交付体制の
充実を図る。

〇年間交付枚数
９，００４枚

（目標４，０００枚）
特設会場の様子
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【参考】◆行財政構造改革プログラムⅤ
数値目標達成状況（Ｒ２ Ｒ５）

項目 ＰⅤ 目標値
Ｒ２～５

Ｒ２
実績

【参考】
Ｒ元実績

職 員 数
令和５年度末に

６００人以下を維持
５８１人

（Ｒ3.4.1）
５８１人

（Ｒ2.4.1）

経常収支比率 （９５．０％以内） ９月公表 ９２．０％

実質公債費比率 （１５．０％以内） ９月公表 １１．６％

将来負担比率 （１５０．０％以内） ９月公表 １２６．２％

財政調整基金
残高

（１０億円以上） ２５．５０億円 ２４．６３億円
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令和 3年 8月 3日  

行財政構造改革推進委員会資料 

 

行財政構造改革プログラム「中期財政計画」の改定予定について 

 

越前市企画部財務課 

 

 

中期財政計画（翌年度以降５年間）については、社会情勢の変化等を踏まえ１２月頃にロ

ーリング（時点修正）を行い、毎年度計画を改定しています。 

しかし、令和２年度の改定は延期しており、延期理由と今後の改定予定については以下の

とおりです。 

 

 

１ 令和２年度改定の延期理由（令和２年１２月時点） 

（１）北陸新幹線の開業遅れによる費用負担の増額について、当時は本市の増額分が未確定

であり、また、並行在来線に係る費用負担額の見込みも不透明な状況でした。 

（２）リーマンショック時においては、本市の財政に甚大な影響をおよぼした期間は２か年

でしたが、今回の新型コロナウイルス感染症の影響については、変異種が確認される

など収束の見通しがたたず、いつまで社会経済情勢等に影響があるのか不透明な状況

でした。 

 

このような状況下では、機械的なシミュレーションを行うにしても精度に課題があり、

今後の本市の将来予測について根拠が薄い計画となってしまう懸念がありました。 

 

 

２ 今後の改定予定 

（１）本年度は、令和２年度決算及び３年度決算見込を踏まえた２か年（令和４年度から５

年度）の財政見通しを策定し、令和３年９月市議会にて公表します。 

（２）令和４年度に５か年計画（令和５年度から令和９年度）を策定し、令和４年１２月市

議会にて公表します。その後、通常通り毎年１２月にローリングを行っていく予定で

す。 

 

※本年９月議会にて公表予定の２か年分の財政見通しについては、公表後速やかに委員の皆

さまに資料を送付させていただきます。 

 

資料２ 



資料３－１

新型コロナウイルス感染症
に対する

市の取組みについて

令和３年８月３日
（行財政構造改革推進委員会資料）

越前市
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前回委員会報告（R3.2.4）以降

３月１５日
「新型コロナウイルスワクチン接種のお知らせ」
市広報紙にて特集記事を掲載

※市ホームページに、配布資料のポルトガル語版、中国語版、ベトナム語版を掲載。

●企業への金融支援
県の新型コロナウイルス感染症伴走支援資金利用の市

内中小企業者に対し１年間の利子補給

●市税の徴収猶予等について
・市税の納付が困難な方の納税を猶予
・上下水道料金の支払い猶予

2



申請書等の押印見直し
新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止や行政サービスの向上、行政手続きにお

個人及び事業者（団体等）が行う申請手続き等において、押印を求めている書類等対象
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証明手数料等のキャッシュレス決済

シュレス決済を導入しました。

・クレジットカード（VISA、Master、JCB、AMEX、Diners、DISCOVER）
・キャッシュカード（J-デビット）
・電子マネー（ICOCAほか交通系電子マネー（９種類）、QUICPay、nanaco、
楽天Edy、WAON、iD）
・QRコード（PayPay、auPay、メルPay、ｄ払い、ALIPAY、WeChatPay）

●対応窓口
窓口サービス課、収納課、今立総合支所市民福祉課（３箇所）

●使用できる決済サービス

【参考】
・市税等については、令和元年１０月から

「支払秘書（スマホアプリ）」「PayPay請
求払い」でのバーコード読み取りによる電子
マネーでの支払いが可能。ただし、クレジッ
トカードでの支払いはできません。

【３月号広報記事】
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R2年度補正予算（第14 15号）

【主な内容】
・ワクチン接種経費（接種券発送、業務委託経費等）
・飲食店応援！家族で食事券発行事業
（18歳未満の子どもと生活困窮者に対し食事券１万円分を配布）
・コロナに負けない事業所等応援事業（追加）
・小規模自称者伴走型持続化補助金（DX枠・脱炭素枠創設）
・観光誘客促進事業（バスツアー助成、体験クーポン券等）
・小中学校施設営繕事業
（水道用蛇口レバー式取替工事）
・地域防災対策事業
（簡易ベットやサーキュレーター設備）

・図書館施設管理事業
（本専用消毒器設置） など
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R3年度当初予算・補正予算（第1 3号）

【主な内容】
・住宅確保給付金事業
（家賃相当額を給付し住居及び就労機会確保に向けた支援）

・保育対策総合支援事業（感染症対策消耗品購入）
・経営改善応援資金利子補給金
（県制度融資に対する利子補給）

・タクシー事業者持続化補助金（追加）
・低所得子育て生活支援特別給付金給付事業
（低所得子育て世帯に対し児童１人当たり５万円給付）

・新型コロナウイルスワクチン接種事業
（接種に係る費用、接種体制構築に係る費用）

・生活困窮者自立支援事業
（緊急小口資金等利用世帯に対する支援金）

など
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新型コロナウイルス感染症に対する市の取組みについて

令和3年7月2日現在

１ 新型インフルエンザ等対策本部会議の設置及び市民への周知

（ １） 対策本部会議 

令和２年２月１８日に設置し、 これまでに６６回開催 

（ ２） 市民への周知 

令和２年

  １月下旬  感染症に対する注意喚起を市ホームページに掲載 

（ 日本語・ ポルト ガル語・ ベト ナム語・ 中国語）  

  ２月１５日 各戸回覧 「 一人ひとりができる新型コロナウイルス感染症対策」  

  ２月２５日 各戸回覧 「 相談・ 受診の目安」  

  ３月３１日 各戸回覧 「 ３つの密を避けましょう」  

  ※ 随時、 市ホームページに掲載。 外国人については、 ＳＮＳ等を利用して周知 

４月 １日 新型コロナウイルス感染症に関する人権への配慮について市ホームページに掲載 

４月１５日 各戸配布 「 市民の皆様への緊急要請」（ ポルト ガル語版、 中国語版、 英語版、  

ベト ナム語版を市ホームページに掲載）  

「 人権侵害に気を付けましょう」  

 市広報紙 特集記事（ 注意喚起及び市の取組みについて）  

  ５月１５日 各戸配布 「 市施設の一部再開」  

             「 新しい生活様式の実践」  

        市広報紙 特集記事（ 注意喚起及び国・ 県・ 市の対策事業について）  

  ６月１５日 市広報紙 特集記事（ 新型コロナウイルス感染症に関する各種支援等について）  

  ７月１５日 市広報紙 特集記事（ 新型コロナウイルス感染症を踏まえた災害時の避難につ 

いて、 税金などの減免・ 軽減・ 延長等について）  

  ８月 ５日 各戸配布 「 市民の皆様への緊急要請」（ ポルト ガル語版、 中国語版、  

ベト ナム語版を市ホームページに掲載 ）  

        市広報紙 特集記事（「 新しい生活様式」での熱中症予防行動のポイント について） 

  ９月 ４日 市ホームページ 「 市民の皆様への緊急要請」（ ポルト ガル語版、 中国語版、  

英語版、 ベト ナム語版も掲載）  

  ９月１５日 市広報紙 特集記事（「 受診控えをせず、必要な治療は継続しましょう」について）  

        各戸配布 「 新型コロナウイルス感染予防について」  

 １０月１５日 市広報紙 特集記事（ インフルエンザワクチン接種時期及び費用の一部助成に 

ついて）  

 １１月１５日 市広報紙 特集記事（ 発熱時の相談、 受診方法について）  

 １２月１５日 市広報紙 特集記事（ 感染対策の再徹底、 感染リスクを下げながら会食を楽し 

                  む工夫について）  

令和３年

３月１５日 各戸配布 「 新型コロナウイルスワクチン接種のお知らせ」  

４ 月１５ 日 市広報紙 特集記事（ 新型コロナウイルスワクチン接種についてのＱ＆Ａ、 新型 
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コロナウイルス感染症に対する支援策）  

５月１５日 市広報紙 特集記事（ 新型コロナウイルスワクチン接種について、 感染対策の再 

徹底、 子育て世帯生活支援特別給付金（ ひとり親世帯分）） 

  ６月１５日 市広報紙 特集記事（ 新型コロナウイルスワクチン接種について）  

（ ３） 社会福祉施設等各種サービス事業所への対応 

  感染拡大防止のための留意点などについて、高齢者、障がい者、子ども等の事業所などへ繰り返

し通知 

２ 小・ 中学校及び公立幼稚園の対応

令和２年

（ １） 小・ 中学校  臨時休校 ３月２日 ～ ５月３１日（ ３月２５日～４月６日 春休み）  

  入学式 ５月７日、 始業式 ５月７日・ ８日 

  ５月１１日から分散登校日設定 

  学習動画（ 県： ４月１４日～、 市： ４月２１日～） を自宅にて視聴 

  再  開   ６月１日 

  夏季休暇 ８月８日～８月１６日 

（ ２） 公立幼稚園  臨時休園 ３月２日 ～ ５月３１日（ ３月２５日～４月８日 春休み）  

  入 園 式 ５月８日 

  再 開  ６月１日 

  夏季休暇 ８月１日～８月３１日 

３ 市内医療機関、 福祉施設等へのマスクの提供

令和２年

市備蓄分（ サージカルマスク） ２６， ０００枚

《 配布数》  医療機関： ７０か所 高齢者施設： １３２か所 障がい福祉施設： １８か所 

《 配布時期》 令和２年３月１９日から２５日         合計： ２２０か所 

和紙マスク 約４， ０００枚（ 国庫補助１０／１０）

《 配布先》   保育園・ 認定こども園、 放課後児童クラブ実施施設 

《 配布時期》 令和２年３月末   各施設に配布 

市備蓄分（ サージカルマスク） ７， ０００枚

《 配布先》   医療的ケア児等および放課後児童クラブ実施施設 

《 配布時期》 令和２年４月末から５月  医療的ケア児宅および各施設に配布 

４ 市内の妊婦へのマスクの提供

令和２年

※市備蓄のサージカルマスクを配布 約６００人分  

計 約６， ０００枚
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 国の妊婦用布マスクの配布中断に伴う対応 

※市備蓄のサージカルマスクを配布 約６００人分 

計 約１２， ０００枚

５ 市内企業への金融支援について

令和２年

市内の中小・ 小規模事業者の資金繰りを支援するため、セーフティ ネット 保証４号、５号または

危機関連保証の認定を受け、 福井県の経営安定資金を利用した事業者に対し、 ３ 年間全額の利子

を補給 

 ＊専決補正予算第４号（ 令和２年５月１５日） において制度拡充 

令和３年

セーフティ ネット 保証４号、 ５号または危機関連保証の認定を受け、 福井県の新型コロナウイ

ルス感染症伴走支援資金を利用した市内の中小企業者に対し、 １年間全額の利子を補給 

６ 市税の徴収猶予等について

令和２年

個人市民税、法人市民税、固定資産税、都市計画税、軽自動車税などの市税の納付が困難な方につい

て、申し出があった場合、最長１年、無担保かつ延滞金なしで納税を猶予（ 対象期間： 令和２年２月１

日～令和３年２月１日）  

７ 国民健康保険税の減免について

令和２年

  新型コロナウイルス感染症の影響により、 主たる生計維持者の事業収入等が一定以上減少した世帯

や、主たる生計維持者が死亡又は重篤な傷病を負った世帯を対象に、国民健康保険税を減免（ 令和元年

度分・ 令和２年度分）  

８ 上下水道料金の支払い猶予について

  新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえた生活福祉資金貸付制度(緊急小口資金・ 総合支援資金の

特例貸付)の貸付対象者に対し、 申し出があった場合、 当面の間上下水道料金の支払いを猶予 

９ 市主催イベント ・ 市施設について

 市イベント の対応、市施設の運営（ 利用制限） 等については、市内外の感染状況や国・ 県の要請等を

踏まえ、 適宜、 対策本部会議で協議 

１０ 市保健師の県への派遣について

令和２年

  新型コロナウイルス感染症に関する住民からの電話相談対応及び濃厚接触者に対する電話相談や健

康観察を行うため、 県丹南健康福祉センターに令和２年４月１ ５日から５月２０ 日まで職員を２人派

遣 
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１１ 職員の業務体制の整備について

  ・ 庁舎内の執務スペースとは別の会議室や空きスペースへ移動し、業務を行うことで、同一の執務スペー

スでの勤務者を削減 

  ・ 週休日（ 土曜日・ 日曜日） の振替制度を活用し、勤務日（ 平日） と週休日の振替を行うことで、平

日勤務の職員を分散 

  ・ 執務スペース内において、 座席の配置を工夫し、 職員間のスペースを広く 確保 

１２ 感染症予防対応に係る市避難所開設・ 運営マニュアルの改定

令和２年

 ・ 避難所が過密状態になることを防ぐために、 余裕を持ったスペースの確保 

  ・ 避難所の衛生環境・ 感染防止対策の強化として、 マスクや消毒剤の備え付け 

  ・ 避難者が入場する前に、 全員の検温 

  ・ 発熱者や感染が疑われる避難者に対して、 別途スペースを設け誘導 

   以上の対応を令和２年４月２７日に決定し、 避難所ごとに対応 

令和２ 年７ 月２ ０日、 ２１ 日に新型コロナウイルス感染症に留意した避難所開設及び避難者の

受け入れについて、 広域避難場所を開設・ 運営する職員を対象に避難所運営訓練を実施 

１３ 特別定額給付金申請書に市内事業者の販売促進チラシ及び寄付チラシを同封

令和２年

  ・ 市内飲食店のテイクアウト やデリバリーサービスの利用を呼びかけるチラシを同封 

  ・ 新型コロナウイルス感染症拡大防止に取り組む団体への寄付を呼びかけるチラシを同封 

寄付を呼びかけた結果、令和２年６月３０日現在で、２９人（ うち企業１件） から合計３４１万

円の寄付をいただき、 新型コロナウイルス感染症拡大防止に取り組む市内医療機関や社会福祉

団体、 ボランティ ア団体等に贈呈式を行った（ ７月１６日）  

１４ 治療や看護、 介護などの従事者に感謝のメッセージ看板を設置

令和２年

新型コロナウイルスに対して献身的に治療や看護、 介護など市民の命や暮らしを守っているすべて

の方々 に対する感謝のメッセージを令和２年５月１日に本庁舎南側の工事用仮囲い（ パネル） と、あい

ぱーく 今立の西側県道沿いに設置 

１５ 専決補正予算第１号（ ４月第１次： 令和２年４月２０日） 予算額： ４７５， ０００千円

新型コロナウイルス感染拡大防止対策の強化、 学校の臨時休校に伴う保護者の負担増への支援

や特別障がい者の生活支援等のために必要額を計上 

（ １） 子育て世帯への臨時特別給付金： ３９３， ０００千円【 市】  

 高校３年生まで１人につき３万円 約１３， ０００人 見込額３９０， ０００千円 

（ ２） 特別障がい者への臨時特別給付金： ３４， ０００千円【 市】  

    身体障害者手帳１級・ ２級、 療育手帳Ａ１・ Ａ２、 精神障害者保健福祉手帳１級 

 １人につき２万円 約１， ６５０人 見込額３３， ０００千円 

（ ３） コロナに負けない事業所等応援事業補助金： ５， ０００千円【 市】  
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    新型コロナウイルス感染拡大による様々 な影響を払拭しようとする事業所等の前向きな取

組みに幅広い支援 

（ ４） 小中学校臨時休校中の児童生徒の家庭での学びを支援するため、 学習動画を作成し配信 

（ 既決予算で対応）  

（ ５） マスクや体温計等の購入： ４３， ０００千円【 市】  

 児童生徒や教職員、 妊婦、 備蓄・ 避難所用等のマスク、 体温計などを購入 

１６ 専決補正予算第２号（ ４月第２次： 令和２年４月２３日） 予算額： ６８， ０００千円

  国の特別定額給付金の速やかな給付に向けた準備経費、 及び新型コロナウイルス感染拡大防止対策

を強化するため、 県の休業要請実施に伴う、 感染症拡大防止協力金の給付に係る市負担金を計上 

（ １） 国の特別定額給付金を迅速かつ的確に支給するため、庁内に特別定額給付金支給チームを設置し、

準備経費である事務費を計上： ８， ０００千円【 国】  

（ ２） 県の要請に基づき事業所を休業するなど、 新型コロナウイルス感染防止に協力した事業者に協力

金を支給するため、 中小企業休業等要請協力金負担金（ 市負担１/３） を計上 

６０， ０００千円【 市】  

１７ 専決補正予算第３号（ ４月第３次： 令和２年４月３０日） 予算額： ８， ４４９， ０００千円

（ １） 国の特別定額給付金制度を迅速に市民へ支給するため、 住民基本台帳に登録（ 令和２年４月２７

日基準日） されている市民を対象に１人１０万円の予算額を計上 

見込額： ８， ３３０， ０００千円【 国】  

（ ２） 子育て世帯への臨時特別給付金： １１１， ６００千円 

・ 高校１年生までの児童手当受給者１人につき１万円 約１１， ０００人 

見込額： １１０， ０００千円【 国】  

   ・ 児童扶養手当またはひとり親医療費受給家庭の高校２・ ３年生１人につき１万円 １６０人 

    見込額： １， ６００千円【 市】  

（ ３） 住宅確保給付金： ２， ２００千円【 国３/４・ 市１/４】  

   ・ 離職・ 廃業から２年以内または休業等により収入が減少し離職と同程度の状況の方を対象に、常

用就職を目指した就職活動を行うことを前提に家賃相当額を給付し、 住居及び就労機会の確保

に向けて支援 

   ・ 支給期間： 原則３か月（ 求職活動等を行っている場合は、 ３か月延長可能。 最長９か月まで）  

１８ 専決補正予算第４号（ 令和２年５月１５日） 予算額： １１９ , ６４４千円

（ １） 福祉サービス事業所感染対策支援金： ２０， ６１０千円【 市】  

・ 各施設の感染予防対策に対し支援を実施 支給額： １事業所１０万円 

・ 通所サービスに訪問サービスを追加実施する事業所 支給額： １事業所５万円（ 計１５万円）  

（ ２） 子育て世帯への臨時特別給付金追加分： ４５０千円【 市】  

・ 基準日を緊急事態宣言の解除日まで延長し、 新たに出生した子どもを追加 

（ ３） 中小企業緊急経営安定対策利子補給金： １５， ６２０千円【 市】  

・ 中小、 小規模事業者に対し３年間全額利子補給を実施 

（ ４） 新規創業者向け持続化給付金： ６， ０００千円【 市】  

・ 令和２年１月以降の創業で国の給付金事業の対象外となる事業者を支援 
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（ ５） コロナに負けない事業所等応援事業補助金追加分： ５， ０００千円【 市】  

・ 様々 な影響を払拭しようとする前向きな取組みを支援 

（ ６） 中小企業生産性革命推進事業補助金： ５３， ６００千円【 市】  

・ 中小企業の前向きな投資に対して、 国が実施する「 中小企業生産性革命推進事業」 の制度拡充

に連動し、 補助対象経費を１/６を上乗せ補助 

（ ７） 新事業チャレンジ支援事業「 コロナに負けないチャレンジ枠」： １１， ５００千円【 市】  

・ コロナに負けないチャレンジ枠を新設し、 前向きで新規性のある取組みを拡充し支援 

（ ８） 市奨学金貸付の特別募集（ 既決予算）【 市】  

・ 学費等の支援が必要な学生を対象に、 市奨学生の特別募集を行い、 申請期間の延長・ 審査基準

の緩和等を実施 

（ ９） 保育対策総合支援事業費補助金（ 私立園に係る衛生備品等購入補助）： ２， ７１２千円【 国】  

（ １０） 学校給食キャンセルに係る負担金【 国３／４・ 市１／４】 及び 

衛生管理改善事業補助金【 国２／３・ 市１／３】： ４， １５２千円【 国】  

１９ 補正予算第５号（ 令和２年６月１１日） 予算額： ８３ , ３８０千円

（ １） コロナに負けない地域応援商品券発行事業： ８３， ３８０千円【 市】  

   ・ 新型コロナウイルス感染症拡大の影響により打撃を受けた地域経済を守り、市内での消費喚起を

促すため、中小店舗を対象に２割のプレミ アムを付けた商品券発行事業を実施（ 販売冊数： ３万

冊、 発行総額： ３億６千万円）  

２０ 補正予算第６号（ 令和２年７月１日） 予算額： ３３８ , ３４７千円

（ １） 教育情報化推進事業： ３３８， ３４７千円【 国・ 市】  

   ・ 新型コロナウイルス感染防止のための臨時休校に伴う在宅学習の対応策として、国の方針である

令和５年度までの全学年児童生徒１人１台のＰＣ端末整備計画を、 令和２年度までの計画に変更

することによる経費 

２１ 補正予算第７号（ 追加： 令和２年７月１日） 予算額： １９５， ７８０千円

（ １） 公共交通感染症対策事業： １０， ２８０千円【 市】  

   ・ 新型コロナウイルス感染拡大により甚大な影響を受けている、市内公共交通機関のタクシー事業

者を支援 

タクシー事業者緊急支援金（ 感染症拡大防止対策支援・ 経営環境改善等支援）  

： ７， ８８０千円 

タクシー事業者持続化補助金： ２， ４００千円 

（ ２） ひとり親世帯臨時特別給付金： ５９， ８７６千円【 国】  

・ 生活への影響が大きい低所得のひとり親世帯の生活安定を図るために給付 

児童扶養手当受給世帯等への給付（ 基本給付）： １世帯５万円、 第２子以降１人につき３万円 

収入が減少した児童扶養手当受給世帯等への給付（ 追加給付）： １世帯５万円 

（ ３） 保育施設等感染症対策費： ５２， ５００千円【 国・ 県】  

   ・ 保育園や放課後児童クラブの感染症対策衛生品購入等の経費 

（ ４） 学校の臨時休校に伴う放課後児童クラブ増加経費に対する支援： ３０， １７０千円【 国１／３・  

県１／３・ 市１／３】  
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   ・ 放課後児童クラブの特別開所に係る増加経費 

（ ５） 児童相談事業： ７４４千円【 国】  

   ・ 子どもの見守り強化アクショ ンプランの取組推進に伴う見守り体制の強化の経費 

（ ６） 乳児全戸訪問事業及び利用者支援事業： ６１０千円【 国】  

   ・ 生後４か月までの乳児の全戸訪問や妊産婦等への面接時の感染症対策に必要な衛生品購入経費

（ マスク、 消毒液等）  

（ ７） 住居確保給付金事業の追加： ８， １００千円【 国３／４、 県１／４】  

   ・ 常用就職を目指した就職活動を行うことを前提に家賃相当額を給付する、住居及び就労機会の確

保に向けた追加支援（ 支給額 単身世帯： 上限３万円、 ２人世帯： 上限３万６千円）  

（ ８） 観光振興事業： １５， ０００千円【 市】  

   ［ 団体向け］  

・ バス助成単価の増額： １， ２５０千円 

・ 貸切バス運賃・ 料金の助成（ ９０％）： ４， ０８０千円 

   ［ 個人向け］  

    ・ 市内体験施設で利用できるクーポン券発行： ２， ８９３千円 

    ・ 市内観光施設への移動に対し、 タクシーチケット の販売： ２， ４５７千円 

    ・ イベント や連休の際に観光地を結ぶ周遊バスの運行： ４， ３２０千円 

（ ９） 学校施設等感染症対策事業： １８， ５００千円【 国・ 市】  

   ・ 学校再開に伴う児童生徒等の感染症対策のための体制整備 

   （ 消毒作業委託、 空調機器設置工事、 スポット クーラー・ 扇風機等整備）  

   ・ 感染症対策衛生品購入経費（ 幼稚園５園）  

２２ 補正予算第８号（ 令和２年７月３０日） 予算額： ４８， ０００千円

（ １） 子育て世帯への臨時特別給付金の追加： １７， １００千円【 市】  

   ・ 給付金基準日を令和３年３月３１日まで延長し、 新たに出生する子どもを対象に追加 

（ １人３万円）  

（ ２） 自立相談支援事業： ６， ０００千円【 国３／４、 市１／４】  

   ・ 生活困窮者への包括的かつ継続的な相談体制の強化を図るための経費 

（ ３） 地域活動支援センター及び日中一時支援事業： ４，９００千円【 国１／２・ 県１／４、市１／４】  

   ・ 事業の利用促進を図るため、 各事業所の感染症拡大防止対策として衛生品等購入費を支援 

（ ４） コロナに負けない事業所等応援事業補助金の追加： ２０， ０００千円【 市】  

   ・ 申請の急増を受け、 一層の取組促進を図るために追加 

２３ 補正予算第９号（ 令和２年９月２３日） 予算額： ８８， ７０８千円（ 財源組替分を除く ）

（ １） 公共交通感染症対策事業： ２０， ９４６千円【 市】  

・ 福井鉄道福武線及び路線バスの安定運行のための経営等支援 

（ ２） 庁舎内窓口感染症対応分散配置対策費： １， ９４３千円【 市】  

・ 窓口職員を分散配置し、 窓口の業務である証明書の発行及び住民異動の手続きの継続を 

可能とするための経費 

（ ３） 感染症対応Ｗeｂ 会議システム整備費： ６， ２８７千円【 市】  

・ Ｗeb会議の環境整備に必要な機器を整備する経費 
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（ ４） しきぶ温泉湯楽里管理事業： ３， ０８０千円【 市】  

・ 全面休業期間中の固定経費に係る支援 

（ ５） 児童相談事業： ５， ０００千円【 国】  

・ 子どもの見守り強化アクショ ンプランに基づく 、 子どもの見守り体制の強化経費 

（ ６） 児童発達支援事業： ５８０千円【 国】  

・ 児童発達支援センター利用者の分散化による訓練の支援に係る経費 

（ ７） 小規模事業者経営支援促進事業補助金： ４， ９００千円【 市】  

・ 小規模事業者や個人事業主の事業継続や雇用維持を図るため、 支援体制を強化する経費 

（ ８） たけふ菊人形事業： １５， ５００千円（ 財源組替）【 市】  

・ 新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドラインに基づく 安全確保対策等に係る経費 

（ ９）  観光推進事業（ 匠街道プロモーショ ン事業）： １， ７５０千円【 市】  

     ・ 新潟県燕市・ 三条市、 富山県高岡市と地域の観光資源を活用したプロモーショ ン事業に 

要する経費 

（ １０）  観光誘客促進事業（ 追加）： １０， ０００千円【 市】  

     ・ 市内への誘客のためのバス助成や体験施設利用クーポン券発行・ 販売経費 

（ １１）  企業誘致事業（ オープンイノベーショ ン推進ビジョ ン策定業務委託）：  

２， ９６０千円（ 財源組替）【 市】  

（ １２）  南越駅周辺まちづく り事業 

（ 再生可能エネルギーの活用に関する調査業務）： ９， ９１１千円【 市】  

・「 脱炭素イノベーショ ンによる地域循環共生圏構築事業」 調査に係る経費 

（ １３）  学校施設等感染症対策事業（ 追加）： １９， ９１０千円【 国・ 市】  

     ・ 学校再開に伴う感染症対策・ 学習保障等に係る設備・ 備品等の購入経費 

（ １４）  介護特別会計繰出金（ 介護保険特別会計コロナ対策費）： １０６千円【 市】  

     ・ 自宅で自主的に介護予防に取り組むためのパンフレット 作成経費 

（ １５）  南越消防組合分担金（ 消防コロナ対策費）： ４， ２９５千円【 市】  

     ・ 防護服等購入に係る対策経費 

２４ 補正予算第１０号（ 令和２年１０月６日） 予算額： ６５， ０００千円

（ １）  インフルエンザワクチン予防接種支援事業： ３０， ０００千円【 市】  

    ・ 国が接種を推奨する妊婦と、 生後６カ月から小学校６年生及び中学生に対して、 インフル 

エンザワクチン１回の接種に２， ０００円を助成 

（ ２） Go To Eat たべよっさ Echi zen！キャンペーン事業： １５， ０００千円【 市】  

・「 Go To Eat キャンペーン」 に連動した市独自の取組みとして「 市内登録店食事券」 と「 和紙 

工芸品」、及び「 市内料亭等食事券」 のプレゼント キャンペーンを実施し、市内飲食店の利用促

進や料亭等の新規顧客開拓の取組みを支援 

（ ３） コロナに負けない事業所等応援事業補助金の追加： ２０， ０００千円【 市】  

 ・ 第２波の影響により、 コロナ対策を講じる事業者の申請増加を受け、 一層の取組促進を図る 

  ために追加 

２５ 補正予算第１１号（ 令和２年１２月１７日） 予算額： ４９， ６０５千円

（ １） 観光誘客促進事業（ 追加）： ８， ０００千円【 市】  
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・ 団体予約の増加に伴うバス助成や体験施設利用クーポン券発行・ 販売経費 

（ ２） 越前和紙産地支援事業： １０， ０００千円【 市】  

・ 越前和紙の需要回復・ 販売強化のための見本帳及びＷＥＢ作成を支援 

・ 越前和紙の里施設の利用料金減少に対する支援 

（ ３） 小中学校修学旅行支援事業： １７， ２４０千円【 県・ 市】  

・ 修学旅行の行き先を県内に変更した場合の旅行代金を一部支援 

・ 修学旅行を中止した場合のキャンセル料等を支援 

（ ４） 戸籍住民基本台帳一般事務費： １４， ３６５千円【 市】  

・ マイナンバーカード交付体制強化のための予約管理システムを構築 

２６ 補正予算第１３号（ 令和２年１２月１７日） 予算額： ３４， ８２０千円

（ １） ひとり親世帯臨時特別給付金の追加【 国】  

・ 生活への影響が大きい低所得のひとり親世帯の生活安定を図るための再支給 

児童扶養手当受給世帯等への給付（ 基本給付）： １世帯５万円、 第２子以降１人につき３万円 

２７ 補正予算第１４号（ 令和３年２月１日） 予算額： １０７， ０００千円

（ １） ワクチン接種体制確保の経費： ９５， ０００千円【 国】  

・ ワクチン接種券発送経費や予約受付案内センター業務委託等に関する経費 

（ ２） ワクチン接種の経費： １２， ０００千円【 国】  

・ ワクチン接種業務委託（ 医療従事者） に関する経費 

２８ 補正予算第１５号（ 令和３年３月１９日） 予算額： ４８７， ７５０千円

（ １） 飲食店応援！家族で食事券発行事業： １５５， ２００千円【 市】  

   ・「 家族で食事券」１万円分（ ５００円×２０枚）を１８歳未満の子ども（ 令和３年４月１日現在）

と緊急小口資金貸付利用者など生活困窮者を対象に配布 

（ ２） コロナに負けない事業所等応援事業の追加： ８０， ５００千円【 市】  

（ ３） 小規模事業者伴走型持続化補助金（ ＤＸ 枠・ 脱炭素枠の創設）： ８， ４００千円【 市】  

   ・ 市内中小・ 小規模事業者によるデジタルト ランスフォーメーショ ン（ ＤＸ ） や脱炭素等の環境配

慮の取組みについて、支援機関（ 商工会議所・ 商工会等） による経営計画サポート を伴って実施

する事業を支援 

（ ４） 中小企業等経営安定対策利子補給基金積立金： １１４， ０００千円【 市】  

   ・ 新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年３月２日から令和３年３月３１日までに福井

県経営安定資金の融資を受けた本市の中小企業者に対し、３年間、全額支給を行うための積立金 

（ ５） 観光誘客促進事業の追加： ３８， ５００千円【 市】  

   ・ 団体バスツアーに対する助成（ ２０，０００千円）、体験クーポン券の発行（ １０，２００千円）、

タクシー利用促進券の発行（ ３ ， ８ ００千円）、 レンタカー利用者に対する助成（ ４０ ０千円）

等を実施 

（ ６） 学校施設等感染症対策事業の追加： ２４， ８００千円【 国・ 市】  

（ ７） 小中学校施設営繕事業： １０， ０００千円【 市】  

   ・ 市内小中学校の水道用蛇口のレバー式蛇口への取替工事費 

（ ８） 地区公民館施設管理事業： ２， ２５０千円【 市】  
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   ・ 市内全公民館の網戸設置工事費 

（ ９） 中央図書館施設管理事業： ２， ２００千円【 市】  

   ・ 中央図書館、 今立図書館への本専用消毒機の設置費 

（ １０） 地域防災対策事業： ７， ５００千円【 市】  

   ・ 広域避難所の環境改善のため、簡易ベッド（ ２６０台）、簡易テント（ ２６０台）、大型サーキュ

レーター（ ５２台） の購入費 

（ １１） Ｗｅ ｂ 会議等接続用端末導入費： １５， ５００千円【 市】  

   ・ 各課にＷＥＢ会議やＷＥＢ研修を行える環境を整備するため、インターネット 接続用端末を配備 

（ １２） 感染症対策備品購入事業： １５， ６００千円【 市】  等 

   ・ 市内公共施設（ ５２箇所） へのサーモグラフィ ー体温検知器の設置費 

２９ 令和３年度当初予算（ 令和３年３月１９日） 予算額： １７２， ６０９千円

（ １） 住居確保給付金事業： ６， ４８０千円【 国・ 市】  

   ・ 離職、廃業等により収入が減少した方に対し、家賃相当額を給付し、住居及び就労機会の確保に

向けた支援を実施 

（ ２） 保育対策総合支援事業： ５， ５１６千円【 国・ 市】  

   ・ 私立保育園の感染症対策の消耗品費 

（ ３） 放課後児童クラブ事業： ３， ０００千円【 国・ 市】  

   ・ 児童館等の感染症対策の消耗品費 

（ ４） 公立保育園等管理運営事業： １， ８０６千円【 国・ 市】  

   ・ 公立保育園の感染症対策の消耗品費 

（ ５） 中小企業等経営安定対策利子補給基金積立金の追加： ５５， ３５０千円 

（ ６） 経営改善応援資金利子補給金： １８， ６５０千円 

   ・ 令和３年４月１日から令和４年３月３１日までに県信用保証協会が保証申込みを受付した 

新たな県制度融資の借入に対し、 １年間全額利子補給を行うための補給金 

（ ７） 中小企業等経営安定対策利子補給金の継続： ４４， ８８３千円 

（ ８） タクシー事業者持続化補助金の追加： ４， ６５０千円 

（ ９） タクシー事業者支援金（ 感染症対策支援）： ９６０千円 

   ・ 感染症対策として車両１台当たり２万円を各タクシー事業者に支援（ ４８台分）  

（ １０） 市民バス（ のろっさ） 感染症対策費の追加： ９８０千円 

３０ 補正予算第１号（ 令和３年４月８日） 予算額： ３８０， ５００千円

（ １） 低所得子育て世帯生活支援特別給付金給付事業： ７２， ５００千円【 国】  

   ・ 低所得の子育て世帯に対し、食費等による支出の増加の影響を勘案し、その生活を支援するため

の給付金として児童１人当たり５万円の予算額を計上 

（ ２） 新型コロナウイルスワクチン接種事業： ３０８， ０００千円【 国】  

   ・ ワクチンの個別接種にかかる費用 １３３， ７５０千円 

集団接種にかかる費用 １５５， ４１０千円 

   ・ 接種体制構築にかかる費用 １８， ８４０千円 

-10-



３１ ワクチン接種について

令和３年

（ １） 高齢者施設の入所者及び従事者への接種開始（ ４月１２日）  

（ ２） ６５歳以上の高齢者（ 上記以外） への接種 

   ・ 対象者への通知発送（ ４月２３日）  

   ・ 予約受付開始（ ５月１０日）  

   ・ 接種開始  個別接種（ 各医療機関）  ： ５月１７日 

          集団接種（ 集団接種会場）： ５月２７日 

○           ＊市内集団接種会場  市民プラザたけふ 

                      ○ あいぱーく 今立 

                      ○ 武生中央公園総合体育館（ ８月を除く ）  

                      ○ 生涯学習センター（ ８月のみ）  

（ ３） １６歳～６４歳の市民への接種 

   ・ 対象者への通知発送（ ６月１８日）  

   ・ 集団接種予約受付開始（ ７月１日・ ８日・ １５日）  

＊年代・ 優先度により受付開始日が異なる 

           ＊個別接種予約受付時期は各医療機関のスケジュールによる 

３２ 補正予算第２号（ 令和３年７月２日） 予算額： ４， ８７８千円

（ １） 保育対策総合支援事業： ４， ８７８千円【 国・ 市】

   ・ 保育園等の感染症対策の消耗品費等 

３３ 補正予算第３号（ 令和３年７月２日） 予算額： ６５， ６００千円

（ １） 生活困窮者自立支援事業： ２１， ０００千円【 国】  

   ・ 一時的な生活資金となる緊急小口資金等を利用している世帯のうち、貸付限度額に達したことか

ら更なる貸付を利用できない世帯で一定の条件を満たす者への支援金 

（ ２） 新型コロナウイルスワクチン接種事業： ４４， ６００千円【 国】  

・ ワクチンの個別接種にかかる費用 ２２， ４４７千円 

集団接種にかかる費用  ６， ８５３千円 

   ・ 接種体制構築にかかる費用 １５， ３００千円 
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新型コロナワクチン接種について

対象者全体

１１

５月１７日から，本格的なワクチン接種が始まり，約２か月半が
経過しました。計画を上回るスピードで接種が進んでいます。

回数 接種人数 接種率

１回目 ２１，３００人 ８５％

２回目 １９，０００人 ７６％

６５歳以上

越前市のワクチン接種状況
７月末日現在

回数 接種人数 接種率

１回目 ３５，０００人 ４８％

２回目 ２２，０００人 ３０％

当初目標
７０％

資料３－３



6464歳以下 接種予約スケジュール

集団接種

①（優先予約）

７月１日(木) ～

・基礎疾患を有する方
・高齢者施設等の従事者
・保育所・幼・小・中学校の教職員
・６０歳～６４歳

※７・８月接種分

②（優先予約）

７月８日(木) ～

４０歳～５９歳
※７・８月接種分

③
７月１５日(木) ～

３９歳以下 ※７・８月接種分
▼ ワクチン供給量減少のため一時停止

④ ７月２８日(水)
～ ８月７日(土)

１回目のみ予約済みの方の２回目分
予約再開

⑤ ８月１０日(火)～ すべての希望者の新規予約開始

個別接種

６月１９日(土) ～
各医療機関が設定したスケ
ジュールに従い、予約開始

６月３０日(水)
ワクチン供給量減少のため、
新規予約を一時停止

７月１５日(木) ～

新規予約再開

６月１８日（金）、１６ 歳～ ６４歳の方に「 接種券」 を発送
※１２歳～１５歳は、７月９日(金)発送

４０％ ６０％

２



想定接種率 （６５歳以上８５％ それ以外７０％）

・65歳以上 約 42,000 回 （約 21,000人 ）
・12～64歳 約 68,200 回 （約 34,100人 ）

合 計 約 110,200 回 （約 55,100人 ）

区　分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 合計

個別接種 1,000 4,500 11,300 12,500 10,500 10,500 8,900 59,200

集団接種 450 5,500 8,600 7,500 7,500 4,850 34,400

県集団接種 1,000 1,000 1,000 1,000 4,000

職域接種 2,000 4,000 4,000 2,600 0 12,600

合　計 1,000 4,950 18,800 26,100 23,000 21,600 14,750 110,200

累　計 1,000 5,950 24,750 50,850 73,850 95,450 110,200

実　績 1,000 5,950 27,500 57,000 ３

接種見込数

接種希望者全員の10月接種完了に向けて

接種計画



ワクチン接種を円滑に進めていくために

国からのワクチン供給量情報に応じて、接種計画を調整します。

最新情報の提供

４

ワクチン供給量に応じた調整

職域での接種と連携し、効率的に接種を進めます。

職域接種との調整

市ホームページに，最新情報を掲載し，原則，毎週木曜日に更新します。

各医療機関の予約状況等については，随時更新します。



越前市版スマートシティに向けて
PPP

令和３年８月
パートナー企業選定結果について

1

資料４



新幹線駅周辺のまちづくり（全体イメージ）

2

官民連携（PPP）プロジェクト 対象区域

・先行整備ゾーンを除く、まちづくり計画対象エリア全体

・まとまった区域での一体的開発を想定
（パートナー企業が開発の中心的役割を果たす）

・地元・市・パートナー企業が連携して、事業実施計画書
を作成し、それに基づきまちづくりを進める

先行整備ゾーン

・新幹線開業を見据え基本機能（ホテル等）の導入を積極的に
図るゾーン

・立地企業による直接開発

・現在、ホテル（R6年春開業予定）と飲食施設（R5年春開業予定）
の立地が進行

道の駅／駅西交通広場／P&R駐車場

開業予定時期：２０２3年（R5）春 （新幹線開業の１年前）

進出企業等の状況に応じて時期を検討

新幹線開業に向けて推進

（約2ha）

2



「モノづくりのまち」越前市

3

製造品出荷額等
億円

人口一人当たり
万円

富山市（富山県） 13,814 333
越前市 6,488 809

白山市（石川県） 6,245 567
金沢市（石川県） 5,767 125
小松市（石川県） 5,715 538
射水市（富山県） 5,283 584
福井市（福井県） 4,587 175
高岡市（富山県） 4,201 252
坂井市（福井県） 3,038 344

出典： R2工業統計調査（速報値）

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

平成17年 令和元年

億

円

4,055
億円

6,488
億円

（合併時）

製造品出荷額等は
北陸で２位を誇る

（人口一人当たりは１位）

北陸主要都市の
製造品出荷額等 比較

（令和元年）

本市の製造品出荷額等の推移
（合併時と直近との比較）

平成17年の合併以降
製造品出荷額等は約1.6倍に増加し、

県全体の約３割を占める

約1.6倍

県内の
約3割
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30年度 令和元年度 令和２年度

南越駅周辺
まちづくり計画
（R2.3）

・越前市版スマートシティ

・フォレストシティ

新幹線駅周辺整備に向けた取組み

産
業
振
興

新
幹
線
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

越前市産業活性化プラン（H17.10）

越前市
オープンイノベーション
推進ビジョン
＋イメージ図 （R3.3）

脱炭素型
地域循環共生圏
モデル形成調査
（R3.3 環境省補助事業）

産業集積

↓
越前市版

スマートシティ
&

フォレスト
シティ

R2.3改定
・オープンイノベーション
の推進

・新たな産業集積地の検討

新幹線駅周辺
まちづくりガイドライン
（R3.3）

北陸新幹線
南越駅周辺
整備基本計画
（H27.12）

の導入

4
4



社会を取り巻く世界的潮流

5

国の動向

脱炭素化をはじめとする環境・エネルギー領域での大転換に対し、
企業の対応が広がっている。
また、環境・エネルギー産業の市場規模も拡大している。

産業界の
動向

２０５０年に温暖化ガス排出を実質ゼロに

企業に対して、投資家や取引先が脱炭素化を
求める動きが顕在化し、取組みが加速

これからの産業活性化に向けて
本市がモノづくりのまちとして生き残るために、
世界的な潮流である脱炭素化やＤＸ等に取り組む企業・産業が集積した
最先端の拠点をつくり、市内の全産業への展開を目指す。

脱炭素化

DX
（デジタルトランスフォーメーション）

SDGs（持続可能な開発目標）
ESG （環境・社会・企業統治）

※企業への投資基準として重要視

5



パートナー企業選定の経過

6

パートナー企業

公募・選定

一緒に開発を進めようと

提案を受け、選定する

サウンディング型
市場調査

参画意向と条件等を
確認

参加表明受付（参加表明事業者：１社）
７月３０日 審査委員会 （提案審査）

市場調査（対話）の総括
① 参加事業者３社から高い関心が示され、うち２社からは産
業・商業双方の集積を図ることを含め、事業参画の検討意
向が示されました。

② エリア全体の一体開発が望ましいという見解を示し、複数
の連携企業候補との具体的な事業展開を検討している事業
者が１社ありました。

パートナー企業として
選定

6



7

PPP）でのまちづくり
開発における役割

進出企業等

（PPP）

地元

市 建設

・先端企業
・大型商業施設
・イノベーションセンターなど

（パートナー企業）

開発全般の中心的役割

協力してまちづくりを進める
（事業の推進）

８月中旬
基本協定締結 地元等との協議を行い、意見等を確認しながら

事業実施計画書を策定
7



（本社：東京）

パートナー企業について

数多くの建物やインフラの構築に加え、
農業６次産業化や官民連携など、新たな
取り組みとして土地活用から投資開発ま
で総合的な支援を行っています。

国内で浮体式洋上風力発電に早くから
取り組み、国内初の商用運転を開始した
ほか、太陽光発電所等の建設工事を数多
く手がけるなど、再生可能エネルギー
分野にも積極的に取り組んでいます。

また、国際的な環境イニシアチブ
「RE100」に建設業界で初めて加盟し、
建設業を通じ、環境保全活動を展開して
います。

8
8



パートナー企業の事業実績（茨城県常総市）

パートナー企業について

9

（提案資料から引用）

9



市内での新工場建設を具体的に検討

福井ユナイテッドFC
（サッカーJリーグ参入を目指す福井県を代表するチーム）

10

市とパートナー企業がアプローチしていく第一期の主な進出企業候補

APB株式会社 （次世代リチウムイオン電池「全樹脂電池」の世界初の商業化）

大型商業施設の誘致
（規模や店舗構成など整備内容については
進出企業候補と協議中）

生
産
施
設
・研
究
施
設
等

商
業
施
設

交
流
施
設

2025年以降 売上高目標 900億円
↓

数十ギガワット級の工場建設に
１千億円を投資

R3.5.25日経

市内での
新工場建設
誘致を目指す

PPP）プロジェクトによる
まちづくりの中で、新工場立地を先行して推進
※県が全面支援

サッカー練習場・クラブハウスの
立地を検討
（グラウンドの規模など整備内容については協議中）

（R2.12.21日経）

全樹脂電池を開発した堀江英明氏（慶大特任教授）が2018年に設立
筆頭株主である三洋化成工業のほか、ENEOS、JFEケミカル、大林組、帝人、豊田通商、横河電機などの上場企業が資本参加

10



越前市版スマートシティに向けて
PPP パートナー企業 提案の概要

まちづくりコンセプト

まち全体のイメージ（フォレストシティ＆越前市版スマートシティの実現イメージ）

越前たけふ駅から当地区を望むイメージパース

（越前たけふイノベーションバレー）

街区イメージ

進出企業の早期進出ニーズに対応し、 スピーディーな事業化に向け検討を推進

※工程は一例であり、段階的な開発を想定

事業推進のイメージ

導入機能のイメージ

主
な
機
能
（
施
設
）
の
例

成長領域を担う産業やスマートな暮らしを実現する機能を集積

スマートシティをつくる技術基盤

近年の社会背景等を踏まえ、 先端企業が求める
基盤整備により、 産業のイノベーションを支える

製造企業のグローバル生産・供給体制を
牽引する重要な国内拠点としての
マザー工場やR&Dセンター

様々な機能（施設）のハブとして
成長領域の産業育成や

市民・来街者のQoL向上を担う

【施設イメージ】

商業施設

市民に開かれた公共的空間、
市民生活を支える生活インフラとしての
大型商業施設

生産施設、研究開発施設 オープンイノベーションセンター

産学官金と市民が参加する
プラットフォーム事業の中核施設

【施設イメージ】【施設イメージ】

2021年
8月中旬
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